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(57)【要約】

【課題】

　本発明は、界面活性剤の使用量が少なくても乳化効率がよく、乳化後に不溶物が残らな

い用事調整可能な自発乳化性組成物を提供することを課題とする。

【解決手段】

　親水性高分子からなる多孔質粒子、及び該多孔質粒子の細孔内に吸収されている親油性

物質を含有する組成物が、用事調製用の自発乳化性組成物となる。また、その製造方法と

しては、親水性高分子水溶液の液滴を凍結乾燥し多孔質粒子を調製する工程（Ｉ）及び得

られた多孔質粒子に親油性物質を含ませる工程（ II）を含む。

【選択図】なし 10
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